
 

小学校 生活科 ２年生 

創造的に考え、気付きの質を高める生活科の授業づくり 

～「『見通す』学習活動」を通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちが「楽しかった」だけで、 

生活科の授業が終わっていませんか？ 

・生活科における深い学びである気付きの質の高まりについて、気付きを 

質的に高める指導が十分に行われていないという指摘があった。 
文部科学省 2017 「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 生活編」 

・深い学び(気付きの質の高まり)に向けた「創造的に考える」授業場面の具

体的な提案が求められるだろう。 
岡崎誠司 2020「『深い学び』を実現する生活科の授業構成-第１学年単元『あきのたからものであそぼう』の場合-」 

 

 

 

 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進が求められている中、、、 

本研究では、「『見通す』学習活動」として、「思い描く」「予想する」「振り返る」

という思考が行われる学習活動を行い、次の「試す」「工夫する」学習活動につなげる

ことで、児童が創造的に考え、気付きの質を高めることに有効かを探りました。 

思い描く 予想する 振り返る 

「『見通す』学習活動」 

「試す」「工夫する」学習活動 

創造的に考える 

気付きの質の高まり 研究構想図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳細は、総合教育センターwebサイト、長期研究員 研究報告（R７）をご覧ください。 
 

 

気付きの質の高まりを見取るには、、、 

【生活科における気付きの質の高まりとは】 

「無自覚だった気付きが自覚されたり,一人一人に生まれた個別の気付きが

関連付けられたり,対象のみならず自分自身についての気付きが生まれたり

すること」 
文部科学省 2017 「小学校学習指導要領(平成29年告示)解説 生活編」 

風を受けるトレイの「大きさ」に着目していることから、対

象への気付きが自覚されていることが分かります。 

【無自覚だった気付きが自覚される】 

【思い描く】 

【予想する】 

「風の力を使ったおもちゃ」を速く動かすために、お

もちゃの後ろに付けている風を受けるトレイを大きく

する。 

【振り返る】 「風の力を使ったおもちゃ」の後ろに付けたトレイを

大きくしたらたくさん進んだ。 

 

【一人ひとりに生まれた個別の気付きが関連付けられる】 

他の児童が「ゴムの力を使ったおもちゃ」の材料を変えていること

から、自分と他者の気付きを関連付けていることが分かります。 

友達と「ゴムの力を使ったおもちゃ」でどちらが高く跳ぶかやってみたら、

友達のほうが高く跳んだ。牛乳パックの種類を変えることで、友達の「ゴム

の力を使ったおもちゃ」が高く跳んでいることに気付いた。 

【対象のみならず自分自身についての気付きが生まれる】 

他の児童と協力して遊び場を完成させることができ、集団に

おける自分の役割に気付いていることが分かります。 

みんなで力を合わせて一年生が喜んでくれるように「磁石の力を使ったおも

ちゃ」の遊び場づくりを頑張った。 


